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最初にチェックしてみよう

6464

考える

端
たんまつ

末を使うと、いろいろなᙪ
し て ん

ኙで考えたり、ᚳべたことをまとめたりなど、考えることをᙑ
ほ じ ょ

௷することができます。
ここでは、端

たんまつ

末を使って考えるときにᎬっておくべきことや気をつけるべきことについて学びます。

ई 私
わたし

は、上手な情
じょうほう

報の分類の方法についてᎬっていると思う

ई 私
わたし

は、データからどんなことが言えるかを分
ぶんせき

析できると思う

ई 私
わたし

は、端
たんまつ

末をどんなことに、どのくらいの時間使っているかᎬっていると思う

ई 私
わたし

は、「お金を使いすぎてしまったな」というᒞ
けいけん

がある

ई 私
わたし

は、いろいろなデータをきちんとᚯ
よ

み解
と

くことができると思う

ई 私
わたし

は、ついついたくさん課
か き ん

金をしてしまったᒞ
けいけん

がある

最初にチェックしてみよう
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65 解ᚮへ

情
じょうほう

報を上手に整理しよう
考える

65 解ᚮへ

情
じょうほう

報を上手に整理しよう

ネットで「൛人けの日本の情
じょうほう

報」について検
けんさく

索した 
ところ、次のような情

じょうほう

報が集まりました。
どのように分類できるか考えましょう。

考える

分類 検
けんさくけっか

索ᒠのਫイト番ౣ

例）ᣘべዑ ①日本のᓶಆしいᣘべዑ、 
スイਡわりࢡ、Ⴠのᓶಆしいおすし࢞

ូのূ

8

၁
しんかんせん

ᓁ

��

൙の႙
ふくそう

ᙎ

7

ਯਚਡわり

9

Ⴠのᓶಆしいূすし

6

၎Ⴇのᓶಆしいᣘৱዑ

1

ᢠ
しおか

ผのূᖱ

2

ఘሐឝでᢏយび

3

ளの႙
ふくそう

ᙎ

4

人௳ᝌ

5



6666

情
じょうほう

報を上手に整理しよう

スキルのイント

解
かいとうれい

ᑇ例

考える

　情
じょうほう

報を上手にまとめるためには、「どちらがより広いᑒ
は ん い

ೲのことをྐྵすか。」と考

えるとよいでしょう。例えば、「ੀੀ」、「果物」、「ᣘべ物」は、どれが一ፏ広

いᑒ
はんい

ೲを指す言ᗍでしょうか。これはもちਅん 「ᣘべ物」です。「ᣘべ物」には 「果

物」や 「ੀੀ」以൛のᔢやᤒなども
ふく

まれるからです。そのᆇが 「果物」、最後

に 「ੀੀ」です。このようなᡆ଼は、ౡのようなで表
ひょうげん

現することができます。

分類 検
けんさくけっか

索ᒠのਫイト番ౣ

ેりዑ 新ࢢ、人力ᝌ࢝
しんかんせん

ᓁ

ᙯஒ
②ᢠ

しおか

ผのおᖱ、࢛ఘሐឝでᢏយび、 
ូのおࢠ

႙
ふくそう

ᙎ ளの႙࢜
ふくそう

ᙎ、࢟൙の႙
ふくそう

ᙎ

റླྀ
②ᢠ

しおか

ผのおᖱ、࢛ఘሐឝでᢏយび、 
ូのおࢠ、Ⴠのᓶಆしいおすし࢞

យび スイਡわりࢡ、ఘሐឝでᢏយび࢛

ἥଭᚊ

Ꮚᚊ ᧤ Ꮚᚊ ᧤

ஂ ᐆ ᚄ᧤ ᲅ᧤ କଈ
୪கஒ ஞம୬ ஒ ୯ம୭ம୪

ඡ႟ἥᜓᾢἥ

6666



67 解ᚮへ

データからどんなことが言えるかな
考える

67 解ᚮへ

データからどんなことが言えるかな

次のᦀつのグラフは、あるスーパーのおさんのデータです。
これを見て、「データから言えそう」と「データから言えなそう」にわけてみよう。

考える

ূၦの ��ၧは ��ૺの
ূさんでሩ

こ

んでいる

1

ূၦの �ၧは ��ૺの 

ূさんでሩ
こ

んでいる

2

൚方のᦃၧは ��ૺの 

ূさんでሩ
こ

んでいる

3

൞の �ၧは ��ૺの 

ূさんでሩ
こ

んでいる

4

BA データからは言えなそうデータから言えそう
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データからどんなことが言えるかな

スキルのイント

正
せいかい

解

考える

　「おさんのれい」のグラフからわかることは、おၦは60 ૺがおさんが多く、൚方は30 ૺ、40 ૺが多く、൞は20 ૺが多いことで

す。

　「スーパーのሩ
こ

み合」のグラフからわかることは、おၦの12 時と൚方の5 時と൞の9 時がሩ
こ

んでいるということです。

　「スーパーのሩ
こ

み合」からおၦの2 時はスーパーがሩ
こ

んでいないことがわかります。また、「おさんのれい」から൚方の時間
たい

は

20 ૺのおさんがないことがわかります。

68

BA データからは言えなそうデータから言えそう

ূၦの ��ၧは ��ૺの
ূさんでሩ

こ

んでいる

1

ূၦの �ၧは ��ૺの 

ূさんでሩ
こ

んでいる

2

൚方のᦃၧは ��ૺの 

ূさんでሩ
こ

んでいる

3

൞の �ၧは ��ૺの 

ূさんでሩ
こ

んでいる

4

68



69 解ᚮへ

 使いすぎていないかな
考える

69 解ᚮへ

使いすぎていないかな 

みなさんは人端
たんまつ

末をଝに使う時間が一番ᠽいと思いますか。
自分が使っていると思う時間がᠽいᢼにならべてみましょう。

ᚰ
だれ

かと�
ਖ਼ਹトするၧᡅ

ଝかをᚳৱるၧᡅ

1

అጿを�ᙨるၧᡅ

2

ਿリルなৡで
考えたり �೮ᑇするၧᡅ�

3

੍ਦ੩ਦৼ 

ᜊ
しりょう

းなৡ
ଝかをつくる�ၧᡅ�

4 5

考える

ᠽい Ꭾい



7070

使いすぎていないかな 

スキルのイント

　使いすぎをᡒৈためには、端
たんまつ

末を使って、どのようなことをしているのか、まは自分のዜ
じょうきょう

ᇦを確
かくにん

ᚦすることが大切です。  

　これは自分のスマホでも同じです。自分がଝをどのくらいの時間使っているのか、 ዜ
じょうきょう

ᇦを確
かくにん

ᚦしてみましょう。 

　また、それが学習のためなのか、楽しみのためなのか、৪まつ৮しのためなのかを 整理してみると、どの時間をどの程
て い ど ふ

度ൃやした

り、ስ
へ

らしたりすることがよいのかのੈントになります。 学校からᜀ
か

しோされている端
たんまつ

末では、学習にᡆ଼あることかどうか、自分

で判
はんだん

断して使えるようになりましょう。

70

ᚰ
だれ

かと�
ਖ਼ਹトするၧᡅ

ଝかをᚳৱるၧᡅ

1

అጿを�ᙨるၧᡅ

2

ਿリルなৡで
考えたり �೮ᑇするၧᡅ�

3

੍ਦ੩ਦৼ 

ᜊ
しりょう

းなৡ
ଝかをつくる�ၧᡅ�

4 5

ౌだちとᆲ
くら

べてみよう

考える

70



71 解ᚮへ

 お金の使い方を考えよう

71 解ᚮへ

 お金の使い方を考えよう

ਨームをᅎし৸ためには、お金を使う必
ひつよう

要があることもあります。
もちろん、ਨームをᅎし৸ことも大切ですが、もし、そのお金があれば、ほかにどんなことができるかも考えてみましょう。
もし、3����をਨームૼ

い が い

൛に使うとしたらどんなことに使えるでしょうか。
アドバイスをするつもりで、いろいろな使いឝを考えてみましょう。

考える

このਨームをយぶのに

૯႖3����も

課
か き ん

金しちゃった…

もしこの3����を

のことに使ったら

ଝができたかな？



7272

お金の使い方を考えよう

スキルのイント

　こうしたお១の使い方を考えるときは、「しょう৪」と「とうし」を意
い し き

ᛙしてみましょう。

　Ꭾい時間でᒚわるようなことに使ってしまうのは「しょう৪」的
てき

なお១の使い方です。

　一方、将
しょうらい

来の自分の成
せいちょう

ᠽに৸けて使うのは「とうし」的
てき

なお១の使い方です。みなさんが考えたお១の使い方は、「しょう৪」的
てき

でしょうか。

「とうし」的
てき

でしょうか。

72

考える

ౌだちとᆲ
くら

べてみよう

72



73 解ᚮへ

 データをすべて信じてよいのかな
考える

73 解ᚮへ

データをすべて信じてよいのかな 

あなたが端
たんまつ

末で、「テストのኙိを上げる方法」についてインターネットでᚳべていると、次のਫイトを見つけました。 
このਫイトの

ないよう

ෞはすべて信じてもよいのでしょうか。 
このਫイトのおかしなところにञをつけて、その理ጺを書いてみましょう。 

考える

クラスの LINEグループ (36)

ᣆがᖎくなる
ਫ੍リ

$さんজ਼ਯトのኙိが��ኙપがりましたঝ�ܼᦀ

あの人気 <RXWXEHU も使っている！

ܼ1　5 人中 4 人が「ᣆがよくなった気がする」と೮ᑇ

ܼ�　A さん個人の感༯です。

ᔋの ��ᥳがজありঝと೮ᑇ�ܼ



7474

データをすべて信じてよいのかな 

スキルのイント

　こうしたデータを読
よ

み解
と

く場合には、「ଝ人に聞いたのか？」を༷
いしき

ᛙする必要があります。 

　これだけ見ると、全ଜの80ᥳがテストのኙが30 ኙ上がっているように思いますが、 小さい文字をよく読৸と、30 ኙ上がったのはA さんの

感༯で、80ᥳもわずか5 人にᔘいたものです。 

　さらに、5 人中4 人の回答も 「ᣆがよくなった気がする」というあいまいな内
ないよう

容です。データを見て考えるときには、「どんな人にᔘいたの

か。」「ଝ人にᔘいたのか。」などを確
かくにん

ᚦし、 あまりにない人を対ᛪにしたものは、信
しんらいせい

頼性がଘいと考えるようにしましょう。 

74

クラスの LINEグループ (36)

ᣆがᖎくなる
ਫ੍リ

$さんজ਼ਯトのኙိが��ኙપがりましたঝ�ܼᦀ

あの人気 <RXWXEHU も使っている！

ܼ1　5 人中 4 人が「ᣆがよくなった気がする」と೮ᑇ

ܼ�　A さん個人の感༯です。

ᔋの ��ᥳがজありঝと೮ᑇ�ܼ

ᚳ
ちょうさたいしょう

ჯ対ᛪの人ိ
がなすぎる

ᚰ
だれ

なのかが
はっきり書かれ
ていない

ᚰ
だれ

だかᎬらない
A さんの個

こ じ ん

人の
感༯

考える

解
かいとうれい

ᑇ例

74



75 解ᚮへ

なぜ課
か き ん

金してしまうのかな

75 解ᚮへ

なぜ課
か き ん

金してしまうのかな

スマホのਨームで、ついつい課
か き ん

金して（お金をつかって）、アイテムなどをってしまうのはなぜでしょうか。
自分が、ついついたくさん課

か き ん

金をしてしまう理ጺとറᢢを考えてみましょう。

考える

もっとយびたいから

႔
さいしょ



8

H

ਥリਘしたいから

ポਚ੩ト

7

G

有
ゆ う り

にしたいから

このၧᡅだけ

6

F

ᕮまんしたいから

ਣਖ਼੩ー੩

1

A

າくしたいから

૯だけ

2

B

ਘなਘਚ਼が
ほしいから

はৼく

3

C

ਥਭ੩
したいから

ূこঢ়かい

4

D

ౌ
ともだち

ឞもৼっているから

なかなかືたらない

5

E

なぜ？

どんなとき？
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なぜ課
か き ん

金してしまうのかな

スキルのイント

　スマホのਨームで、ついつい課
かきん

១してアイテムなどをってしまうのは、ਨームがそのように設
せっけい

計

されているからです。យ৮人に 「もっとアイテムが৳しい」と思ってもらえるように、ਨームは様ক

な工
くふう

ൣをしています。

　どんな工
くふう

ൣがされているかたくさん考えてみましょう。

76

考える

55

なぜ？ どんなとき？

解
かいとうれい

ᑇ例

ਘなਘਚ਼が
ほしいから

3

૯だけ

B

76



77

まとめ

77

よき使い手になるために

77

まとめ

考える

「考える」ためには、情
じょうほう

報を整理しておくことが重要です。その整理をするためには、端
たんまつ

末は有
ゆうこう

な手
しゅだん

ᆨになります。もち
ろん、じっくり考えたいときは、端

たんまつ

末ではなく、ᒌとえん৬つの方が考えやすいこともあります。
「考える」ために、どの方法がもっともよいのかを考えてみましょう。

ई 私
わたし

は、上手な情
じょうほう

報の分類の方法についてᚮၙできる

ई 私
わたし

は、データからどんなことが言えるかを分
ぶんせき

析できる

ई 私
わたし

は、端
たんまつ

末をどんなことに、どのくらいの時間使っているかᚮၙできる

ई 私
わたし

は、お金をつかいすぎないように้
く ふ う

ൣすることができる

ई 私
わたし

は、いろいろなデータをきちんとᚯ
よ

み解
と

くことができる

ई 私
わたし

は、課
か き ん

金しすぎないように้
く ふ う

ൣすることができる

チェックしてみよう

77

よき使い手になるために

77



78

これからの社会では

78

考える

78

これからの社会では

　A I  （人
じんこうちのう

工知能）は 「考える」ことが得意なのでしょうかᦍ　AI が得意な 「考える」こ

とには、たくさんの情
じょうほう

報を分
ぶんせき

析し、そこから考える （予
よ そ く

測する）ことがげられます。例

えば、たくさんの上にᡆする情
じょうほう

報を分
ぶんせき

析し、ၙ日この಼ಞがどれくらいれるかを予༯す

ることは、AI が得意としています。AI は、「たくさんの情
じょうほう

報をᙬえたり、ભ
あた

えられたಽ題

を考えたりする」ことが得意なのです。

78

考える

人間よりもAIがいていることには、どのようなことがある
だろうか？

AIよりも人間が໕༷なこと、人間にしかできないことは、 
どのようなことがあるだろうか？

考えてみよう①

考えてみよう②

78


